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 「来年は、自分たちがすみれ！」憧れる 

  子どもたち 

「あと何日で運動会？」と楽しみにしていた子

どもたちは、運動会当日も自分の出せる力をいっぱ

い使って、走り、綱を引き、玉入れをし、友だちと

力を合わせてだるまを運び、おうちの人と一緒に踊

りました。みんなキラキラと輝いていました。自分

が出番でないときは、身を乗り出して「がんばれ

～」「すごい」「かっこいいね」と応援したり、話し

ているみんな。素敵だなと感じました。運動会後、

運動会で楽しかった話やすみれ組になったらやってみたい種目の話で盛り上がりました。

「障害物競走をしてみたい」「借り物競争が面白そう」「やっぱり、応援合戦だよ」「リレー

もやりたいね」…自由遊びにすみれ組の友だちと一緒に障害物競走ごっこやリレーごっこを

楽しんだり、みんなで頼んで応援合戦を見せてもらったりした分、今度は自分たちがすみれ

組になってやりたいという思いや憧れが増しているようです。来年も楽しみです！ 
そんなすみれ組に憧れているたんぽぽ組のみんなは 10 月の誕生会の出し物を自分たちが

できると聞いて大喜び。すぐ「バナナの踊りをやろうよ」「いいね」とアイディアが飛び出

します。さらに、「応援合戦もやってみたい」「やりたい」「でも、ポンポンがないよ」「う～

ん」と考え、「すみれ組に行って貸してもらおうよ」ということに。みんなですみれ組に行

き、貸してもらいました。快く貸してくれたすみれ組の皆にとっても嬉しそうな笑顔でお礼

の言葉を伝えた子どもたち。応援の言葉もアイディアを出し合って決めました。団結力や友

だちの意見に耳を傾ける姿に成長を感じ、ほほえましく思いました。運動会での経験から自

信を持ったり、体を動かす楽しさを感じ、今、こおり鬼を楽しんでいたり、憧れからいろい

ろなことに挑戦したりしています。誕生会の出し物も子どもたちの思いやアイディアがいっ

ぱいです。子ども同士の関わりの中から生まれる成長にはいつも驚かされます。この経験も

きっと糧となり、力となっていくのではと思います。         （中塚  梢） 

 
 

ぐぐっと伸びて広がって 

 運動会では子どもたちの様々な表情や姿を見ることができ、また運動会を通して子どもた

ちの成長も間近でみることができ、一緒に過ごさせてもらえる喜びや幸せを感じている今日

このごろです。運動会後、週が明けて子どもたちに運動会についての感想をインタビューし

てみました。すると「楽しかった！」「大玉ころがしドキドキした」「○○（かけっこ）速か
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す み れ 組 

った。転ばなかった」「大玉ころがしと、かけっこと、玉入

れとダンス楽しかった」など、自分の思いを自分なりの言葉

で伝えてくれる姿に子どもたちの成長を感じずにはいられま

せんでした。子どもたちは運動会を通して達成感や友達と過

ごす喜びや楽しさを味わったのではないかと思います。クラ

スで男女対抗オセロゲームをすれば、掛け声を掛けることを

自分たちで提案し「エイエイオー！」と気合いを入れたり、

育てていた枝豆の土を片づけることになれば、赤組白組それ

ぞれがプランターの周りを持ち、よいしょよいしょと力を合

わせて運んでいきます。私も一緒に運びながら「みんなで運ぶと軽いね」というと「え～先

生も一緒に持ってるからじゃない？」と一人の子が言いましたが、私が手を離してみると

「本当だ。軽い！」と驚いていました。お弁当の時に男の子と女の子がそれぞれに近くの席

に座っているのを見つければ「あ、男の子と女の子半分ずつだね♪」と誇らしげ。 
子どもたちはこれまでとは違う友達関係を築いていっていることをふだんの遊びの中、一

緒に生活をしていく中で感じます。自分、仲の良い友達という視点から一歩二歩と視野も関

わりも広がっているのだなぁと思います。その分ぶつかること、思いが伝わらずにケンカに

なることもありますが、そんな時は間に入り子どもたちの架け橋になるよう関わっています。

これからの子どもたちの成長もとても楽しみです。          （岡部 珠美） 

 
 今度は山登りだよ 

 

 運動会を終え、クラスの皆に「運動会の楽しかった

ことやがんばったこと、嬉しかったこと」を聞きまし

た。借り物競争、リレー、障害物競走、玉入れ、綱引

き、大きな綱引き、応援合戦など様々な競技の名前が

出ました。そしてどの子も皆の前で発表するとき、と

てもはればれとした表情でした。仲間と力を合わせて

がんばる楽しさや喜びを十分に感じ、様々なことに挑

戦し、自分の力を出しきったことでさらなる自信がつ

いたように感じました。運動会を終えても「リレーをしようよ」という友だちの声に「オレ

も入れて」「私もやりたい」と続々と仲間が集まり、審判や音楽係も子どもたち、チーム決

めや走る順番も自分たちで相談して決めてリレーを繰り返し楽しんだり、大縄で保護者の方

のように８の字跳びをしてみたりと、爽やかな秋の気候のもとで運動会競技をして遊びまし

た。 
 そうして過ごしていくなかで、すみれ組だけの特別な楽しいことが近づいてきました。

多峯
と お の

主
す

山の山登り、そのことを知ったときとても喜んでいました。けれど、多峯主山が草津

キャンプで登った白根山よりもいっぱい登ると知ると「えーっ！」の大合唱。とても驚いて

いましたが、すみれ組としての意地やプライドがあるのでしょうか、「無理だよー」とは言

わず、どの子も登る気満々でした。きっと途中で疲れることがあっても、最後までがんばっ

て登りきれるのではないかと思います。クラスでは、遠足のときに乗る川越線の途中の駅を

一つずつ紹介したりし、毎日少しずつ多峯主山の秘密を話していきました。少しずつ期待に

胸をふくらませ、遠足の日には話で聞いたことを実際にあらためて目にし、体験する喜びも

実感できたらいいなと思っています。                 （岡村 雅子） 



……10月 22日 ファミリー活動のひとこま…… 

 二学期は運動会後にファミリー活動を開始しました。

運動会の綱引きや玉入れでファミリーの友だちと力を合

わせ、勝敗を喜んだり悔しがったりした経験からか、子

どもたちは久々の活動とは思えないくらい自然体で過ご

しています。そこで２回目の活動内容は菓子屋横丁でお

買い物をした後に濯
たく

紫
し

公園でお弁当を食べて遊ぶことに

しました。 

 「来週のファミリーの持ち物は10円玉５枚」というこ

とをしっかりと記憶し、買い物をよほど楽しみにしてい

たのか当日の欠席はゼロ！ 水筒やピクニックシートの

忘れ物はあっても、財布を忘れた子は一人もいませんで

した。出発後、最初に立ち寄ったお店は自然食品屋さん

です。店主の方のご好意で、じつはサツマイモ２箱を子

どもたちにくださったのです。せっかくなので直接お礼

を伝えに行くと、子ども好きの店主のご夫妻は涙を流し

て喜んでくださいました。「えらいね！お買い物がんばってね」の言葉に、さらに意気揚々

と出発をした子どもたちです。 

 いよいよ菓子屋横丁に到着、一つのファミリーが買い物をしている間、他のファミリーは

「そんなに買えるの？」「こっちに10円で買えるのあるよ」と野次を飛ばしながら外で待っ

ています。中にはじーっと店内を眺めて目星を付けている子もいました。さて買い物メンバ

ーはというとこれまたそれぞれで、金額を確認しながら考えてお菓子を選ぶ子もいれば、渡

されたかごいっぱいに欲しいものを入れている子、50円のキャンデー１本だけ選ぶ子…。買

い終わったメンバーで何を買ったのか見せ合っていると、「なんで50円のアメ買えたのか

な？」という質問があがりました。どういう意味かと頭をひねっていると、「だって10円玉

５枚しか持って来なかったじゃん」とのこと。「だからうち
・ ・

ら
・

は10円のもの５個買ったよ」、

たしかに10円のコーナーにずっと群がって選んでいたメンバーです。大人とは違う子どもた

ちならではの発想の面白さに思わず笑ってしまいました。 

 濯紫公園でお弁当を食べていると、泉小学

校の２年生がやってきました。じつは、菓子

屋横丁でも一緒で同じように買い物をしてい

ました。小学生と同じ内容を幼稚園のうちか

ら経験してしまうなんて、初雁の子はすごい

ですね！ 弁当後は幼稚園の子も小学生も混

ざって体じゅう芝生だらけになりながら土手

すべりをしたり、鬼ごっこなどを楽しんで、

それはそれはにぎやかでした。買ったお菓子

はというと、弁当後のデザートになりました。 

   （山本由香里） 

10 円玉５つで買えるものは 10 円のお菓子５つだけ？ 


